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宝石すくいは恒例になりましたが、宝石を変えてみました。
　４月２７～２９日と、５月３日～６日に、連休の特別企画　４月２７～２９日と、５月３日～６日に、連休の特別企画

として、宝石すくいを開催しました。として、宝石すくいを開催しました。

　この時期に恒例となりましたが、開催期間中の入館者は、　この時期に恒例となりましたが、開催期間中の入館者は、

入館料半額企画の効果もあったのでしょうか、５００名を大入館料半額企画の効果もあったのでしょうか、５００名を大

きく越えました。さらに、５月３日には、「日高「春」の味覚きく越えました。さらに、５月３日には、「日高「春」の味覚

フェア・北海道オールドカーフェスタ」も開催され、期間をフェア・北海道オールドカーフェスタ」も開催され、期間を

通して盛況でした。通して盛況でした。

　なお、宝石すくいに用いた宝石ですが、こちらは今回、い　なお、宝石すくいに用いた宝石ですが、こちらは今回、い

くつか「穴」を穿たれたものが混じっておりました。実は、くつか「穴」を穿たれたものが混じっておりました。実は、

この穴に、金具を差込み、金属用の接着剤を流しいれると、この穴に、金具を差込み、金属用の接着剤を流しいれると、

簡単にアクセサリーになるものでした。お手元に、当館の宝簡単にアクセサリーになるものでした。お手元に、当館の宝

石すくいですくった宝石がありましたら、ぜひチャレンジし石すくいですくった宝石がありましたら、ぜひチャレンジし

てみてください。てみてください。

宝石すくいに挑む参加者

ＧＷ企画 「宝石すくい」開催しました！

穴あき宝石の一例

紋岩　～ 今年の干支の石 ～紋岩　～ 今年の干支の石 ～

日高山脈博物館のホームページ上でも掲載しています。こちらでは、写真などがカラーとなっています。ぜひご活
用下さい。  …⇒  ホームページ  (http://www.town.hidaka.hokkaido.jp/hmc/)  の新着情報からどうぞ。
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